
全学共通科目　カリキュラムマップ 1.「知識・理解」 2.「汎用的技能」 3.「態度・志向性」

共生人間論Ⅰ（ブッダと法然） 1 ◎ 〇

共生人間論Ⅱ 3 ◎ 〇

共生人間論実習 2 ◎ 〇

自然環境と共生 1 ◎ 〇 〇 〇

生物多様性と共生 1 ◎ 〇 〇 〇

生命の科学 1 ◎ 〇 〇

生活と化学 1 ◎ 〇 〇

栄養・食生活とSDGs 1 ◎ 〇 〇 〇

地球と災害 1 ◎ 〇 〇

脱炭素社会 2 ◎ 〇 〇

森林環境保全 3 ◎ 〇 〇

持続可能な開発目標（SDGs）と共生 1 ◎ 〇 〇 〇 〇

暮らしと経済 1 〇 ◎ 〇

現代社会と生活 1 〇 ◎ 〇

社会福祉と共生 1 ◎ 〇 〇

多文化共生 2 ◎ 〇 〇

市民社会と政治 3 ◎ 〇 〇

国際事情 3 〇 ◎ ○ 〇

憲法と基本権 1 〇 ◎ 〇

社会生活と法 2 〇 ◎ 〇

日本の文化 1 ◎

哲学の基礎 1 〇 ◎ 〇

倫理学の基礎 3 〇 ◎ 〇

心のメカニズム 1 〇 ◎ 〇

日本の歴史 1 ◎ 〇 〇

世界の歴史 1 ◎ 〇

日本の文学 1 ◎ 〇 〇

外国の文学 2 ◎ 〇 〇 〇

地域社会と共生Ａ 1 ◎

地域社会と共生Ｂ 2 〇 〇 ◎

ESDの実践と展開 2 〇 〇 ◎

海外文化研修Ａ 1･2･3･4 ◎ 〇

海外文化研修Ｂ 1･2･3･4 ◎ 〇

海外文化研修Ｃ 1･2･3･4 ◎ 〇

海外文化研修Ｄ 1･2･3･4 ◎ 〇

日本文化（書道） 1･2･3･4 ◎

日本文化（陶芸） 1･2･3･4 ◎

日本文化（華道） 1･2･3･4 ◎

日本語表現法Ａ（音声） 1 ◎

日本語表現法Ｂ（文章） 1 ◎

総合英語Ⅰ 1 〇 ◎

総合英語Ⅱ 1 〇 ◎

総合英語Ⅲ 2 〇 ◎

英会話Ⅰ 1 〇 ◎

英会話Ⅱ 1 〇 ◎

英会話Ⅲ 2 〇 ◎

英語リーディング 3 〇 ◎

英語ライティング 2 〇 ◎

英語ディスカッション 3 〇 ◎

情報リテラシーＡ 1 ◎ 〇 〇 〇

情報リテラシーＢ 1 ◎ 〇 〇 〇

数学の基礎 1 ◎ 〇 〇 〇

データサイエンス 2 ◎ 〇 〇 〇

プログラミング 2 ◎ 〇 〇 〇

健康と運動 1 ◎ 〇 〇 〇

スポーツＡ 1･2･3･4 〇 〇 ◎ 〇

スポーツＢ 1･2･3･4 〇 〇 ◎ 〇

スポーツＣ 1･2･3･4 〇 〇 ◎ 〇

中国語Ⅰ 2 ○ ◎

中国語Ⅱ 2 ○ ◎

韓国語Ⅰ 2 ○ ◎

韓国語Ⅱ 2 ○ ◎

フランス語Ⅰ 2 ○ ◎

フランス語Ⅱ 2 ○ ◎

ポルトガル語Ⅰ 2 ○ ◎

ポルトガル語Ⅱ 2 ○ ◎

キャリアデザインⅠ 1 ◎

キャリアデザインⅡ 1 ◎

キャリアデザインⅢ 2 ◎

インターンシップ 2 ◎

ボランティア活動 2 ◎
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1. 健康づくり
の習慣や、自
己管理力など
の態度を身に
付け、自分を
律し、何事に
も誠実に最後
まで取組むこ
とができる。

3. SDGsで掲
げられている
課題に対し、
自らの問題と
して捉え、身
近な所から取
組むことによ
り、持続可能
な社会を創造
する力を身に
付けることが
できる。

1. 「共生」と
「勤倹誠実」
の考え方を理
解し、それら
に基づいた人
間観や自然
観、及び価値
観を身に付け
ることができ
る。

2. 国際社会
の一員として
の自覚を持
ち、異文化に
ついて理解す
ることができ
る。

3. 人文、社
会、自然等の
各分野に関
連する事柄に
ついて、「持
続可能な開
発目標」
（SDGs）を
キーワードに
体系的・総合
的に理解する
ことができる。

1. 日本語を
用いて、的確
に読み、書
き、聞き、話
すことができ
る力を身に付
けることができ
る。

2. 社会人とし
て責任ある態
度を身に付け
るとともに、
様々な価値
観や視点か
ら、柔軟かつ
論理的思考を
基に行動する
ことができる。
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2. 国際社会
において、的
確にコミュニ
ケーションを
図ることがで
きる英語等の
語学力を身に
付けることが
できる。

4. SDGsを
キーワード
に、人が人と
してよりよく生
きていくため
に、修得した
知識を基に、
自ら問題を発
見し、科学
的、及び総合
的に問題を捉
え、解決方法
を見出す汎用
的能力を身に
付けることが
できる。

3. 情報通信
技術を用い
て、情報を入
手し、分析
し、活用する
とともに、有益
な情報を社会
に発信するこ
とができる。


